
 バラ科
か

 ナナカマド属
ぞく

 （落葉
らくよう

高木
こうぼく

） 

学名
がくめい

：Sorbus americana 英名
えいめい

：Japanese Rowan 

 

 

 

 

 

 

 

・葉
は

：奇数
きすう

羽状
うじょう

複葉
ふくよう

、 小
しょう

葉
よう

は 長
ちょう

だ円
えん

状
じょう

披
ひ

針
しん

形
けい

で先
さき

が細
ほそ

く尖
とが

る 

   小
しょう

葉
よう

は９～15枚
まい

、基部
き ぶ

は円形
えんけい

、ふちは鋭
えい

重
じゅう

鋸歯
きょし

、互生
ごせい

 

・幹
みき

：皮
かわ

は灰
かい

黒
こく

褐 色
かっしょく

、横
よこ

に浅
あさ

くさける皮
ひ

目
もく

 

・花
はな

：穂
ほ

状
じょう

につく白
しろ

い花
はな

、緑 色
みどりいろ

の実
み

が赤
あか

くなる 

・冬
ふゆ

芽
め

：互生
ごせい

、 長
ちょう

だ円形
えんけい

で先端
せんたん

は尖
とが

る、３～４枚
まい

の芽
が

鱗
りん

 

   頂芽
ちょうが

は側芽
そくが

よりやや大
おお

きく赤 紫 色
あかむらさきいろ

 

・七
なな

竈
かまど

：「７回
かい

かまどで炊
た

いても燃
も

えない」は俗説
ぞくせつ

 

   良 質
りょうしつ

の炭
すみ

を得
え

るためには七日間
なのかかん

竈
かまど

にいれることから、あるいは７回
かい

竈
かまど

を作
つく

り直
なお

しても 

   使
つか

える 器
うつわ

を作
つく

ることができる → ナナカマド、「備 長 炭
びんちょうたん

」の極
ごく

上 品
じょうひん

 

・花言葉
はなことば

「安全
あんぜん

・慎 重
しんちょう

・用心
ようじん

」＝交通
こうつう

安全
あんぜん

の願
ねが

いから街路樹
がいろじゅ

に多
おお

い 

ナナカマド 

細くて縁が 

ギザギザ 

互生 

先がとがる 

冬 芽 

実は赤く熟す 

1枚の葉 

穂状の白い花 


